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とぴっくす
ま
・ち
・か・ど

学生が地域と築くまちづくり
「大学地域連携フォーラム in 青垣」

青垣町佐治の来
きらくかん

楽館で、11 月 3 日、大学と連携
して地域を考える「大学地域連携フォーラム

in 青垣」が開催されました。丹波地域でまちづく
りにかかわる関西学院大学、兵庫県立大学など４大
学の学生、地元住民などが参加。佐治を拠点に空き
家を活用したまちづくりを進めている関西大学に
よる活動報告や、大学生と地域住民の持続的な関わ
り方などについての意見交換が行われました。

シカ肉バーガーや霧芋そばなどの丹波の味覚が味わえる
「丹波まるごと味覚フェア」が、11 月５日と６日の２

日間、柏原自治会館とその周辺で開催されました。兵庫、
京都の丹波地域から 15 店舗が出店した「大丹波スイーツ
カフェ」には、特産物を使ったスイーツがショーケースに
ずらり。訪れた人たちは、丹波栗を使ったモンブランや大
納言ロールなど、各地域の自慢の味を楽しんでいました。

丹波のおいしいものがいっぱい♪
丹波まるごと味覚フェア

大丹波スイーツカフェで
は、おいしそうなケーキを
前にどれにしようかと悩
む人たちの姿が（右）。雨
が降る中、たくさんの人が
丹波のご当地グルメを満
喫しました（左）。

学生たちは、空き店舗などを使って展示ブースを開設し、地域と連
携した活動の PRも行いました。写真は、関西大学学生による空き家
を活用した地域住民との交流活動についての発表。

収穫した地元産の野菜の販売やお花畑でさわや
かな歌声などを楽しむイベント「収穫際と

お花畑ライブ」が 10 月 15 日、氷上町中野で行わ
れました。「ほの buonoNAKANO 委員会」が、地
域の人々や観光客にほのぼの過ごせる場所を提供
したいと同イベントを企画。夜空の下、照明の明
かりがコスモスとマリーゴールドを美しくライト
アップするなか、参加者たちは、アカペラや二

に こ

胡
の演奏を楽しんでいました。

戦国太鼓勇ましく　黒井城まつり

黒井小学校（春日町黒井）で 11 月５日、「第 23
回黒井城まつり」が開催されました。

手づくりの鎧兜を身につけ、現代によみがえった
武者行列の行進や、迫力ある和太鼓の演奏が行

われました。また、松茸ごはんや野菜たっぷりの戦
国汁の炊き出しなど、さまざまなイベントが催され、
参加者たちは祭りを満喫していました。

迫力ある太鼓の音にあわせて行進する武者行列の子どもたち

地
域
で
高
め
る
防
災
力

市
内
各
地
で
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
が
進
行
中

「
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た

ち
で
守
る
取
り
組
み
で
す

　

現
在
、
市
内
の
各
自
治
会
で
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

水
害
に
よ
る
危
険
を
早
期
に
察
知
し
、
的
確
な
避
難
が
で
き
る
よ
う

に
、「
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

    

地
図
に
は
、
地
域
の
浸
水
し
や
す
い
場
所
や
、
自
治
会
で
決
め
た

一
次
避
難
所（
一
時
的
に
避
難
す
る
所
）を
書
き
込
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
次
避
難
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
示
す
な
ど
、
地
域
の
主
体
的
な

判
断
の
も
と
、
早
期
に
避
難
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

手づくりハザードマップ作成の流れ
　

市
職
員
（
防
災
対
策
室
）
に
よ
る
説
明
会

　

■
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
意
義
や
必
要
性

　

 

に
つ
い
て
の
説
明

    

自
治
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
マ
ッ
プ
の
作
成
）

　

■
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
る
内
容
を
協
議

　

・
浸
水
し
や
す
い
場
所
や
水
の
流
れ
る
方
向
の
確
認

　

・
地
域
放
送
や
自
主
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

　

・
安
全
と
思
わ
れ
る
１
次
避
難
所
の
設
定
と
避
難
経
路
の
確
認
な
ど

　

■
話
し
合
っ
た
内
容
を
も
と
に
地
図
を
作
成

近
隣
自
治
会
と
の
調
整
・
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
の
検
討

■
近
隣
自
治
会
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
相
互
に
調
整

■
公
民
館
な
ど
人
の
集
ま
る
場
所
に
掲
示
す
る
な
ど
の
活
用
方
法
を
検
討

（例）
自
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手
づ
く
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
る
内
容
を
協
議

・
安
全
と
思
わ
れ
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１
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避
難
所
の
設
定
と
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
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一
時
的
に
避
難
す
る
一
次
避
難
所

の
選
定
で
は
、
安
全
な
場
所
に
あ
る

農
業
倉
庫
の
所
有
者
な
ど
と
事
前
に

協
議
さ
れ
た
う
え
で
、
自
治
会
の
避

難
所
と
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
ま
で
の
経
路
や
、
市

か
ら
の
避
難
勧
告
等
に
関
わ
ら
ず
自

治
会
と
し
て
早
期
避
難
を
開
始
す
る

時
期
な
ど
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
伝

え
、
引
き
継
い
で
い
き
た
い
こ
と
を

白
地
図
に
書
き
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た
地
図
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
会
に
持
ち
帰
り
集
会
所

な
ど
に
貼
り
だ
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

美
和
地
区
で
は
、
各
自
治
会
の
役
員
や
自
主
防
災
組
織
の
方
な
ど
が

コ
ミ
セ
ン
に
集
ま
り
、
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
状
況
を
よ
く
知
る
み
な
さ
ん
が
、
地
域
の
特
徴
を
盛

り
こ
み
な
が
ら
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丹
波
市
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認

し
な
が
ら
、
水
が
浸
か
り
や
す

い
場
所
を
地
図
に
書
き
込
む
作

業
が
行
わ
れ
、「
○
○
さ
ん
宅
横

の
水
路
が
一
番
早
く
溢
れ
出
す
」

な
ど
、
知
識
や
経
験
を
も
と
に
、

具
体
的
な
場
所
を
次
々
と
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去

に
水
害
が
起
こ
っ
た
場
所
を
伝

え
合
っ
た
り
、
た
め
池
が
溢
れ

出
し
た
と
き
の
危
険
な
箇
所
を

確
認
す
る
な
ど
、
万
が
一
の
状

況
を
想
定
し
な
が
ら
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

浸水箇所や危険個所など、色分けをしながら白地図
に書き込んでいきます。

「ほの b
ボ ー ノ

uono NAKANO」
氷上町中野で「収穫祭とお花畑ライブ」
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外見から受けるイメージだけで青少年を

捉えていませんか？大人が思う以上に子

どもたちは心の中で夢や希望・自分の将

来について真剣に考えているのです。

問子育て支援課（山南支所内）☎70‐0813

丹波市青少年の主張大会２０１１
丹波市PTCA活動実践交流大会 伝

えよ
う！あなたのメッセー

ジ

と　き　  12 月 17日 土  

小

ところ

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

朝ごはんの大切さを学ぶ子どもたち

　　　   開会 13:30 ～（受付 13:00 ～）

　　　2011.11 たんば13　　　2011.11 たんば　　　2011.11 たんば

［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ

←

庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

[

テ
ー
マ]

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
長
等
を
中
心
に
実
施
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
現
状
維
持
」

が
35
・
４
％
、「
本
庁
舎
か
分
庁
舎
に
統
合
」

が
33
・
３
％
、「
新
庁
舎
建
設
」
が
17
・
５
％

と
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
民

の
方
か
ら
は
、
市
の
将
来
に
夢
と
誇
り
が

持
て
る
よ
う
な
「
丹
波
市
中
心
エ
リ
ア
構

想
」
の
要
望
や
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

も
あ
り
、
そ
の
方
向
性
を
示
す
べ
き
時
期
と

判
断
し
、
平
成
21
年
６
月
、
各
地
域
や
諸
団

体
の
代
表
者
23
名
の
委
員
の
み
な
さ
ん
で
構

成
す
る
庁
舎
検
討
委
員
会
に
審
議
・
検
討
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
年
12
月
６
日
、
市
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
「
増
築
（
本
庁
機
能
集
約
）・
支
所
機

能
維
持
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言
を
受
け
、

翌
年
２
月
に
庁
舎
整
理
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
市
内
部
で
組
織
し
、
今
日
ま
で
検

　

丹
波
市
庁
舎
等
整
理
統
合
問
題
は
、
平
成

16
年
の
合
併
協
定
項
目
の
中
で
、
唯
一
未
協

議
と
な
っ
て
い
る
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

合
併
後
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
や
市
民

の
心
の
合
併
を
優
先
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
今
日
、
庁

舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
環
境
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
日
ま
で
の
分
庁
舎
方
式
の
課

題
や
合
併
特
例
債
の
借
入
期
限
の
こ
と
な
ど

討
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
22

年
９
月
に
は
市
議
会
に
お
い
て
も
「
庁
舎

統
合
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
検
討
さ

れ
た
結
果
、
平
成
23
年
６
月
24
日
に
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
新
た
な
場
所
で

の
新
庁
舎
建
設
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
意

見
を
は
じ
め
、「
増
築
に
よ
る
機
能
集
約
」

や
「
現
庁
舎
は
使
用
が
十
分
可
能
で
あ
る

の
で
当
面
そ
の
ま
ま
使
う
」
と
い
っ
た
意

　

そ
こ
で
私
は
、
庁
舎
検
討
委
員
会
の
提

言
、
議
会
か
ら
の
報
告
、
今
後
の
市
の
財

政
面
の
見
通
し
な
ど
に
加
え
、
特
に
東
日

本
大
震
災
が
国
・
地
方
に
与
え
る
財
政
上

の
影
響
や
災
害
へ
の
備
え
、「
モ
ノ
」
の
大

切
さ
な
ど
市
民
意
識
の
変
化
と
い
う
新
た

な
視
点
も
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
、「
氷

上
庁
舎
ま
た
は
春
日
庁
舎
の
老
朽
化
が
進

み
使
用
困
難
と
な
っ
た
時
点
以
降
を
目
安

に
、増
築
ま
た
は
新
庁
舎
を
考
え
る
」
と
し
、

「
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
既
存
施
設
を
最
大
限

に
活
用
し
た
機
能
集
約
を
行
い
、
現
状
の

分
庁
舎
方
式
お
よ
び
支
所
機
能
を
維
持
す

る
」
と
い
う
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
既
存
施
設
を
有
効
に
活
用

す
る
考
え
を
最
優
先
し
、
必
要
最
小
限
度

の
投
資
に
と
ど
め
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
建
設
費
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
な
が
ら

基
金
を
積
み
立
て
、
財
源
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「ヒロセ産業」（青垣町口塩
久）など２社から、水害時
の水の流れをせき止める役
割を果たす水のう「デルタ
チューブ」を寄贈いただき
ました。市では今後、有効
に活用させていただきます。
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子どもたち子どもたち学び育む

中学校に琴を導入

この本には、丹
波竜のことや地層
のことなどがすごく
わかりやすく書いて
あるんだ。みんなも
この本で楽しく
勉強してね。

教育委員会では、市
内の６年生の子ども
たちが理科の授業で
使用する副教本「丹
波の恐竜と大地の秘
密」を作成・配布し
ました。また、11月
から12月にかけては、
児童らが体験学習と
して「ちーたんの館」
を訪れます。

新学習指導要領の本格実施により、伝統
音楽のよさを味わう機会を子どもたち
に与えることが義務付けられることか
ら、市では市内全中学校に和楽器「筝

そう

」

小学６年生に
丹波竜の
副教本を配布

を導入しました。これは琴の一種
で、全長182センチの総桐製。生
徒２人あたり１基を基準に計
131基を導入しました。
生徒たちは、各学年年
間２～４時間の範囲内
で、統一曲の合奏
に取り組みます。

　10 月 25 日（火）、佐治小学校で、地
域や保護者、学校関係者などが連携して
子どもたちの食生活の向上をはかる「学
校給食実践研究大会・食育推進校発表会」
が行われました。
　１年「うんちってなんだろう」、４
年「朝ごはん革命！」、５年生「地産
地消の秘密を探ろう」をテーマに公開
授業などを行い、子どもたちは、朝食
を食べる大切さなどを学びました。
　これからも、学級担任と栄養教諭が
連携して食に関する指導を行い、望ま
しい食生活の習慣づけや、食べ物への
感謝の気持ちを養うなど、子どもたち
の食に対する意識向上をはかります。
　

学校給食を活用した
「学校給食実践研究大会・
食育推進校発表」が
開催されました

子
ど
も
た
ち
に
「
食
べ
る
大
切
さ
」
を
伝
え
た
い

　  ライフピアいちじま　
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げ
信
きん を

のきい

！発 中
ち

★市内には、世界で活躍する企業やオンリーワンのもの
づくり企業、

日本有数の優
れた加工技術

を持つ企業な

ど、私たち市
民が誇れる魅

力にあふれた
企業や事業所

がたくさんあ
り、多くの方

がそこで誇り
を持って働い

ています。こ
のコーナーで

は、そんな市
内のきらめき

企業や事業所
をみなさんに

ご紹介してい
きます。

ディスカバー！丹波の

らめき企業Vol.10き  「
ま
ご
こ
ろ
と
愛
情
を
こ
め
て･･･

」

ワ
タ
ミ
手
づ
く
り
厨
房
丹
波
セ
ン
タ
ー

［工場概要］
■所 在 地　市島町南1105‐1
■電話番号　 80‐3011　
■業　　種    弁当製造業 
■主な事業内容　高齢者向け宅配弁当製造
■従業員数　260人

［工場概要］
■所 在 地
■電話番号
■業　　種
■
■従業員数　260人

ワタミ手づくり厨房丹波センターで勤務させて
いただいています、大矢と申します。日々、お
客様にお弁当をお届けできる製造、盛り込み、
出荷など、この仕事を誇りに思っています。将
来は、この丹波センターのセンター長となり、
毎日お客様においしいお弁当をお届けし続ける
仕事をしていくことが私の夢です。

   　ここが「いち押し」！
私たちの事業は、単にお弁当を製造するだけではあ
りません。「まごころさん」と呼ばれる方が、お客
様のご自宅まで直接配達してくれています。そこで
は、「今日の体調はどうですか？」「風邪ひいてませ
んか？」などお客様とまごころさんの心のつながり
があります。ご高齢で、一人暮らしの方が増えてい
る昨今ではありますが、このような形で人のつなが
りを持っていただけるようにしているのが特徴です。
また、定年を迎えてもまだまだ元気な方々が、高齢
者のためにお弁当を運んでおり、「『食』と『職』を
提供する」といったところも特徴です。

　   　市民のみなさまへ

私どもの工場は、昨年の11月21日にこの丹波市
市島町に開業し、1周年を迎えました。これも、多
くのご協力をいただきました丹波市のみなさまが
あってこそでございます。私どもは、事業を通じて
「食」と「職」を提供したいという思いでおります
ので、より多くの雇用を生みだせるように今後もが
んばってまいります。お客様からもご好評いただい
ており、今後の生産量も順調に伸びていく予定でご
ざいます。多くの方のお力が必要となりますので、
興味のある方は遠慮なくご連絡ください。従業員一
同お待ちしております。

大矢 悠策

「
地
球
上
で
一
番
た
く
さ
ん
の
あ

り
が
と
う
を
集
め
る
グ
ル
ー

プ
に
な
ろ
う
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と
い
う
グ
ル
ー
プ
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
達
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す
る
た
め
に
、
手
間

が
か
か
っ
て
も
お
い
し
く
安
全
・
安
心

な
お
弁
当
を
毎
日
手
づ
く
り
で
製
造
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
弁
当
は
、
低

温
冷
蔵
で
鮮
度
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保
つ
チ
ル
ド
製
造
、

チ
ル
ド
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
3
種
類
の
お
弁
当
を
１
日
に
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３
５
，
０
０
０
食
製
造
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
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ー
は
２
０
１
０
年
11
月

21
日
に
稼
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ス
タ
ー
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ま
し

て
、
1
年
が
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過
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ま
し
た
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当
初
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１
種
類
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お
弁
当
１
，
２
０
０
食
の
製
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ス
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ト
し
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し
た
が
、
わ
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か

１
年
で
約
30
倍
の
食
数
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

ワタミ手づくり厨房丹波センターで勤務させて

わが社のきらめく「丹波　　  」人

   　ここが「いち押し」！
私たちの事業は、単にお弁当を製造するだけではあ
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「地域とともに…こちら、 まちづくり指導員です！」

地域づくり支援者研修会

ちーたんのおはなしをみんな真剣に聞いてくれたよ♪

こんにちは！まちづくり指導員の荒木伸雄です。「まちづ
くり指導員」…聞き慣れない職名ですが、今年度から市

役所（人権啓発センター）と各支所に計７人が配置されました。
市内全小学校区の自治協議会で取り組まれている「地域づく
り」や、豊かな人生を送るための学びである「生涯学習」、だ
れもが自分らしく幸せに生きることを学ぶ「人権学習」など
のお手伝いが、わたしたち指導員の仕事です。

この仕事を通して、「地域のために私は何ができるんだろ
う？」と自問自答する毎日です。地域づくりの第一歩は、

人や集団が結びつくことです。一人ひとりができることを結
びつけることで、丹波市が少しでも住みやすく心地よいまち
になればと願っています。そのためには、みなさんもいっしょ
に「地域のためにできること」を考えていきましょう。

ワタミ手づくり厨房丹波センターで勤務させて
いただいています、大矢と申します。日々、お
客様にお弁当をお届けできる製造、盛り込み、
出荷など、この仕事を誇りに思っています。将
来は、この丹波センターのセンター長となり、
毎日お客様においしいお弁当をお届けし続ける

ワタミ手づくり厨房丹波センターで勤務させて

　～まちづくり指導員の仕事って !? ～

3人１組でラインを組み、1個のお弁当を盛り付けていきます。

来月から各支所の個性豊かなまちづくり指導員をご紹介します。

ちいきの輪輪輪①

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

指
導
員が
個性豊かな地域づく

り
を
お
手
伝
い

指
導
員が
個性豊かな地域づく

り

ちち 輪輪輪輪
みんなで育もう

おかあさんといっしょ（ＮＨＫ教育テレビ）
でおなじみだった曲を中心に、参加者と一
緒に笑いをまじえながら熱唱していました。

　沼貫地区自治振興会では、南幼小PTA
と協力し、元気な地域づくり事業として、
11月５日、NHKの９代目歌のお兄さん 
杉田あきひろさんを招いて、「命の大切
さ」をテーマにファミリーライブが開
催されました。小学生や幼児をはじめ、
たくさんの参加者が人と人とのつなが
りの大切さを伝えるメッセージソング
を楽しみました。

沼貫地区で “元気”な地域
づくり事業がスタート！

特
集
：
丹
波
物
語

と
ぴ
っ
く
す

手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

特
集
：
丹
波
物
語

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

（
健
康
・
介
護
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
募
集
・
相
談
）

特
集
：
丹
波
物
語

教
育
た
ん
ば

学
校
の
ペ
ー
ジ

こ
ち
ら
市
長
執
務
室

特
集
：
丹
波
物
語

特
集
：
丹
波
物
語

と
ぴ
っ
く
す

手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

特
集
：
丹
波
物
語

ち
い
き
の
げ
ん

き
を
発
信
中
！

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

（
健
康
・
介
護
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
募
集
・
相
談
）

特
集
：
丹
波
物
語

教
育
た
ん
ば

学
校
の
ペ
ー
ジ

こ
ち
ら
市
長
執
務
室

特
集
：
丹
波
物
語



2011.11 たんば　　　162011.11 たんば　　　17　　　2011.11 たんば　　　2011.11 たんば

　＊おすすめ図書＊
問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

BOOKSBOOKSBOOKSみ
んな
で図書館に出かけよう

 [ 児童書 ]  

順位　本の名前　　　      作     者

１　マスカレード・ホテル         東野圭吾

２　真夏の方程式　　  東野圭吾

３　謎解きはディナーのあとで     東川篤哉

４　心星ひとつ               高田　郁

５    境遇　  　　　　     湊かなえ

 [ 一 般 書 ]
順位　本の名前　　　      作     者

１    血は欲の色　       澤田ふじ子
２    神様のカルテ２      夏川草介
２    ポニーテール 　   重松　   清
４　蒼い猟犬        堂場瞬一
４　感染遊戯 　   誉田哲也

[ 児 童 書 ]
順位　本の名前 　　        作     者

１   おおきなかぶ 　内田莉莎子／再話

２　 14 ひきのおつきみ      いわむらかずお／さく

３    バムとケロのおかいもの    島田ゆか／作・絵

４    うんどうかいがはじまった     寺村輝夫／さく
４    もったいないばあさん      真珠まりこ／作・絵

順位　本の名前　   　 作     者

 １      一期一会一生の友だち。 粟生こずえ／文
 １      絵ときゾウの時間とネズミの時間 本川達雄／文

  １      地獄堂霊界通信８ 香月日輪／著

 １      ぼくんちひっこし 山本省三／文
 １　   魔天使マテリアル 12 藤咲あゆな／作

 [ 一 般 書 ] [ 児 童 書 ]

[ 児童書 ]  

　＊予約ランキングベスト５＊（10 月 18 日現在）

　＊ベストリーダー情報＊（ ９月１日～ 10月 16 日）

 [ 一 般 書 ]

×印は休館

月
12
　  

＊子育てひろば＊

＊おはなし会＊

12月
DECEMBER
（師走）

＊対　象　
幼＝幼稚園　小＝小学生　
低＝低学年　中＝中学年

＊会場：各図書館。ただし柏原・春日・山南は各住民センター和室で開催。

　＊児   童   館＊

今
回
は
、
前
号
で
取
り
上
げ
た
天て
ん
な和
元
年

（
一
六
八
一
）「
浅あ

さ
づ
し
お
き

津
仕
置
」
の
後ご
じ
つ
た
ん

日
譚
に
つ
い

て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
浅あ
さ
づ
じ
ざ
え
も
ん

津
次
左
衛
門
に
直
接
手
を

下
し
た
の
は
生い

く
た田
（
生
多
）
安や
す
べ
え
兵
衛
と
い
う
家

臣
で
し
た
。
旧
柏
原
藩
士
飯
田
家
文
書
に
含
ま
れ
る

「
覚

お
ぼ
え」（
飯
田
家
文
書
一
‐
二
‐
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、

徳と
く
う
ん
い
ん

雲
院
様
（
織
田
長な

が
よ
り

頼
）
御
代
天
和
元
辛し

ん
ゆ
う酉

十
月

廿に
じ
ゅ
う
く

九
日
、
浅
津
次
左
衛
門
御
仕
置
き
の
節
、
右
討う

ち
て手

仰
せ
付
け
ら
れ
、
首
尾
よ
く
相
勤
め
候
に
つ
き
、
御

前
へ
召
し
出
さ
れ
、
段
々
御
応
え
の
御ぎ

ょ
い意

を
蒙

こ
う
む

り
、

そ
の
上
に
て
御
指さ

し
り
ょ
う

料
の
御
刀
（
中
略
）
こ
れ
を
拝
領

仕
り
（
後
略
）

云
々
と
あ
り
ま
す
。
生
田
安
兵
衛
は
、浅
津
の「
討
手
」

を
首
尾
よ
く
勤
め
上
げ
た
褒
美
と
し
て
、
藩
主
長
頼

か
ら
直
々
に
刀
を
受
け
取
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
生
田
は
「
仕
置
」
の
任
務
成
功
を
き
っ
か

け
に
、
飯い

い
だ
し
ん
え
も
ん

田
新
右
衛
門
と
改
名
し
て
い
ま
す
。
生
田

安
兵
衛
改
め
飯
田
新
右
衛
門
が
、
自
身
の
由
緒
に
つ

い
て
家
老
の
生い

こ
ま
も
ん
ど

駒
主
水
へ
述
べ
た
「
口
こ
う
じ
ょ
う
の
お
ぼ
え

上
之
覚
」（
飯

田
家
文
書
一
‐
二
‐
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
自
分
は
元

来
「
新し

ん
ざ
ん
も
の

参
者
」
で
あ
っ
た
が
「
先
年
徳
雲
院
様
仰
せ

付
け
ら
れ
候

そ
う
ろ
う

御
用
の
品
」
で
功
績
を
挙
げ
た
こ
と

に
よ
り
、「
古こ

さ
ん参
同
前
（
然
│
筆
者
注
）
に
御
留
め
置
」

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
31

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

学
術
推
進
研
究
員　

前
田
結
城

こどものひろば　

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
田
家
は
そ
の
後
も
織
田
家
一
五
〇
石
取
り
の
家

臣
と
し
て
代
々
長
く
仕
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
浅
津
に
と
っ
て
は
気
の
毒
な
こ
と
で
す
が
、

飯
田
家
に
と
っ
て
「
浅
津
仕
置
」
の
功
績
は
、
自
家

の
拠
点
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ド
に
他
な
ら
な
い
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。

♪中央図書館☎ 82‐7100
10（土）10:30 小学生
13（火）10:30 幼児
17（土）11:00 幼児
24（土）10:30 小低　
♪柏原図書館☎ 72‐0313
17（土）11:00 幼児～小低
♪青垣図書館☎ 87‐1111
 10（土）11:00 幼児～小低
♪春日図書館☎ 74‐1611
 17（土）10:30 幼児～小低

♪山南図書館☎ 77‐0336
16（金）10:30 幼児
24（土）10:30 幼児～小低　
11（日）クリスマス会 10:00（幼
児～小低）山南住民センター集会室
♪市島図書館☎ 85‐2733
10（土）10:30 幼児
17（土）10:30 幼児～小低
24（土）10:30 小学生
  ４（日）おりがみ教室10:30（幼児～小）

「覚（拝領の刀につき）」

♪柏原子育て学習センター　☎ 72‐4747
３（土）おひさまのおはなしクリスマス会 10:30
17（土）ＰＡＰＡ′Ｓクッキング～パパの料理でクリ
スマス～ 10:00 木の根センター
♪氷上子育て学習センター　☎ 82‐1001（代）
１（木）クリスマス飾りつくり 10:00
15（木）クリスマス茶話会 10:00
♪青垣子育て学習センター　☎ 87‐1919
１（木）キッズサロン 10:00
６（火）ベビーサロン 10:00
10（土）なんでも相談日 10:00
♪春日子育て学習センター　☎ 74‐3040
２（金）子育てふれあい 広場市島とコラボ親子体操
10: 00 ライフピアいちじま
３（土）おはなしなぁ～に？ 10:30
14（水）子育て相談　10:00
16（金）親子活動クリスマス会 10:00 春日住民センター
22（木）ひまわりサロン 10:00
♪山南子育て学習センター　☎ 77‐3160
２（金）親子ふれあい教室　クリスマスを飾ろう
10:00 やまなみホール
８（木）わいわい相談 10:00
15（木）ひよこクラス はじめてのクリスマス 10:00
♪市島子育て学習センター　☎ 85‐3030
２（金）わかば教室 春日とコラボ親子体操 10:00
ライフピアいちじま
※会場表示がないものは、各子育て学習センターで開催。

♪こうがやま児童館　　　☎ 82‐8620
９（金）   こころの SOS 10:00 乳幼児
10（土）絵画教室 9:30 小学生
14（水）おやこあそび 10:00 乳幼児
15（木）おやこリズムえいご 10:00 乳幼児
24（土）英語であそぼう 9:00 小学生
♪しろやま児童館　　　　☎ 82‐0843
３（土）児童館まつり 9:00 乳幼児
９（金）こころの SOS10:00 乳幼児
17（土）作ってあそぼう 9:30 小学生
19（月）トトロくらぶ 10:00 乳幼児
24（土）お茶席 9:30 小学生
♪出前児童館
12（月）10:00 乳幼児ライフピアいちじま

　
「
浅
津
仕
置
」
に
お
け
る
功
労
者
の
家
臣
取
り
立
て

﹇
お
詫
び
と
訂
正
﹈

10
月
号
の
文
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

①
「
浅
津
仕
置
」
の
発
生
年
代
を
元
和
元
年
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
天
和
元
年
の
誤
り
で
す
。
②
浅
津
次
左
衛
門
弟
の
殺
害
を

命
じ
た
「
若
殿
様
」
を
織
田
信
休
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
信の
ぶ
た
け武
の

誤
り
で
す
。
③
参
照
文
献
名
が
「
児
玉
幸
多
・
北
島
正
元
編
『
第

二
期
物
語
藩
士
』
五
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
「
藩
士
」
で
は
な

く
「
藩
史
」
の
誤
り
で
す
。

＊一般書
「明るい老後のための一人で生きる練習帳」
久田　恵　産業新聞出版［2011.04］
仕事、子育て、親の介護、気がつけば
自分も歳を重ねて、シックスティーズ。
“楽しく生きる” を実践する団塊作家の
日々の想いを綴った産経新聞連載中の
好評エッセイ「家族がいてもいなくて
も」の書籍化第二弾！

＊児童書「やまなしもぎ」 
平野　直／再話　太田　大八／画
福音館書店　1977 年 
体の具合が悪いお母さんのために、三
人の兄弟が一人ずつ奥山へやまなしを
もぎに出かけます。二人の兄さんは、
途中で出会ったばあさまに言われたこ
とを忘れ、沼の主に飲み込まれてしま
います。そこで、三番目の三郎が出か
けていきます…（４歳くらいから）

  年末年始の休館日についてのお知らせ

■市内全館　12 月 29 日（木）～１月３日（火）

※中央・山南・市島館については、館内整理のため１月４日（水）
も休館します。休館中の図書の返却は、中央図書館または市
島図書館の返却ポストをご利用ください（柏原・青垣・春日・
山南館の返却ポストは利用できません）。

みなさんが気
持ちよく読むこと
ができるよう、ご
協力ください。

日 月火 水 木  金土    

１ ２ ３
４ ５ ６ ７８ ９ 10
11 12 1314 15  16 17
18  19  20 2122 23 24
25 26 27 2829 30 31

×
×
×
×　　 ×××
　 

丹波市子育て学習センター
合同クリスマス会
12月９日（金）10:00 ライフピアいちじま

ができるよう、ご
協力ください。
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丹
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語

図書館の本はきれいに
ご利用ください

図書館の本はみなさんのものです。マナー

を守ってきれいにご利用ください。もしペ

ージが破れたり汚れた時には、図書専用の

ボンドなどで補修しますので、そのままカ

ウンターまでお持ちください。
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　12月の相談

ＨＰ

ＨＰ

＊行政相談
　４日（日）  春日住民センター
　８日（木）青垣住民センター
１２日（月）市役所第１相談室
１５日（木）市島住民センター
１６日（金）山南住民センター
２１日（水）柏原住民センター
〔受付時間〕午後１時30分～３時30分　
問 総務課 （氷上庁舎内） ☎82‐1002 

＊人権相談
○特設人権相談所　
　１日（木）氷上住民センター
　４日（日）春日住民センター
　６日（火）柏原人権啓発センター
　８日（木）青垣住民センター
１３日（火）山南住民センター
１５日（木）市島住民センター
〔相談時間〕午前10時～午後３時（春日は午
前９時～11時30分）
○常駐相談所（神戸地方法務局柏原支局）
毎週水曜日（12月７日を除く）午前９時～
午後４時
○法務局常設人権相談所 ☎ 0570‐003‐110
○女性の人権ホットライン
☎０５７０‐０７０‐８１０　
○子どもの人権１１０番　　０１２０‐００７-１１０
問 柏原人権擁護委員協議会 ☎ 72‐0176
問 人権啓発センター （氷上庁舎内）☎82‐0242

＊消費生活相談　
相談場所 /市役所生活安全課　相談日 /土日
祝日を除く午前８時 30 分～午後５時 15 分
問丹波市消費生活センター（生活安全課内）
☎ 82‐1532
相談場所 / 兵庫県丹波の森公苑　相談日 /
火～日（月曜が祝日の場合は火曜休み）午
前９時～午後５時 15 分。土日は要予約。
問丹波消費生活センター（柏原町柏原
5600）☎ 72‐0999
※土日の電話相談は県の週末相談　　　  　
　  0120‐511‐103 へ

＊多重債務無料相談会
毎月第３日曜日 午後１時～４時　柏原住民センター
問 司法書士会柏原支部 ☎ 82‐7174
問 神戸財務事務所  ☎ 078‐391‐6948

＊行政書士無料相談会
毎月第１土曜日午後１時～４時　ゆめタウンポップ
アップホール問県行政書士会摂丹支部  ☎ 72‐3091

＊無料登記法律相談会
12月 15日（木）午前9時～正午　柏原住民セン
ター（予約不要）［共催］県司法書士会たんば支部・
県土地家屋調査士会但馬支部　問 田中事務所  
☎ 85‐2460

＊市民生活の安全・安心確保のため
の指導相談（電話・面談）　
交通事故防止・防犯・消費者保護の相談など。月・
火・木・金曜日の午前８時30分～午後５時 15分
問 生活安全課（氷上庁舎内）  ☎ 82‐1532

ねんきん
年 金 広 場

　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税の課税
対象となります（障害年金・遺族年金は課税されま
せん）。課税対象となる受給者の方（65歳以上の方で
158万円以上、65歳未満の方で108万円以上）には、
毎年11月に日本年金機構から扶養親族等申告書（ハ
ガキ）が送付されますので、必ず提出期限までに提出
してください。この申告により、翌年中に受給する年
金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし
提出を忘れると控除申告がないものとして取り扱わ
れ、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合があります
ので注意してください。
問 ねんきんダイヤル☎ 0570‐05‐1165
　  ※ＩＰ電話・ＰＨＳは☎ 03‐6700‐1144

年金受給者のみなさんへ　「扶養親族等申告書」
の提出について

　毎年12月 10日は「人権デー」です。1948年 (昭和
23年）12月 10日の国連総会において、基本的人権尊
重の原則を定めた世界人権宣言が採択されました。「す
べての人間は、生まれながらにして自由であり、・・・
いかなる事由による差別をも受けることなく、この宣
言に掲げるすべての権利と自由とを享有することがで
きる」として、世界の国々がその目標達成に努力する
ことを決めています。
　丹波市でもその趣旨に沿いさまざまな取り組みを進
めており、12月 4日には「人権フェスティバル」を
開催します（21ページ参照）。人権問題を身近な問題
として取りあげ、自らの課題として考えるよい機会と
しましょう。　　　　　　　　　

じんけ
ん の
とびら
ん のん のん のん の

人権啓発コーナー

身近な人権問題を
みつめましょう

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家

族
の
一
員
と
し
て
温
か
く
迎
え
入
れ
、
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
を
支
え
て
い
た
だ
け

る
「
里
親
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
養
育
里
親

託
さ
れ
た
子
ど
も
が
親
元
に
帰
れ
る
ま

で
、
も
し
く
は
満
18
歳
に
な
っ
て
独
立

す
る
ま
で
養
育
す
る
里
親
。

■
養
子
縁
組
里
親

親
が
養
育
で
き
な
い
子
ど
も
を
養
子
と

し
て
育
て
る
里
親
。

■
親
族
里
親

両
親
そ
の
他
、
現
に
養
育
す
る
者
が
死

亡
・
行
方
不
明
な
ど
に
よ
り
養
育
で
き

な
く
な
っ
た
児
童
を
預
か
る
三
親
等
以

内
の
親
族
が
な
れ
る
里
親
。

■
専
門
里
親

養
育
里
親
の
う
ち
、
虐
待
な
ど
に
よ
り

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
子
ど
も

な
ど
、
特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を

養
育
す
る
た
め
、
一
定
の
研
修
を
受
講

し
た
方
が
な
れ
る
里
親
。

　

そ
の
他
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も

た
ち
を
一
時
的
に
預
か
る
「
週
末
里
親
」、

「
季
節
里
親
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
里
親

に
は
、
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
に

よ
り
、
里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教

育
費
、
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
川
西
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー 

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

子ども手当の申請はもうお済みですか？
10 月以降も子ども手当の支給を受けるためには
申請手続きが必要です

　

10
月
１
日
か
ら
「
子
ど
も
手
当
の

支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
、
10
月
以
降
も
子
ど
も
手

当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

　

現
在
、
受
給
者
の
方
に
は
郵
送
で

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
封
の
見
本

を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12

月
２
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
課
、
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
の
申
請
は
お
早
め
に

　

最
初
の
支
払
い
を
来
年
２
月
か
ら

開
始
し
ま
す
が
、
申
請
が
３
月
31
日

を
過
ぎ
る
と
10
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

最
近
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方
な
ど
は

　

10
月
１
日
以
降
に
、
転
入
さ
れ
た

場
合
や
出
生
な
ど
に
よ
り
新
た
に
子

ど
も
が
増
え
た
場
合
は
、
申
請
の
翌

月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
勤

務
先
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た

①
国
内
居
住
用
件
が
追
加
さ
れ
、
海

外
留
学
し
て
い
る
児
童
の
場
合
の
み
、

対象児童の年齢 支給額

３歳未満 15,000 円（一律）

３歳以上～小学校修了前
（第１・２子） 10,000 円

３歳以上～小学校修了前
（第３子以降） 15,000 円

中学校修了前 10,000 円（一律）

子ども手当の支給額
（平成 23年 10月～平成 24年３月分）

 温かい愛情を子どもたちに

里親制度にご理解とご協力を！
問 川西こども家庭センター  ☎ 072‐756‐6633

里親制度

海
外
で
生
活
し
て
い
る
児
童
に
子
ど

も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
、
入
所
し
て
い
る
施

設
に
直
接
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

③
父
母
等
や
未
成
年
後
見
人
が
国
外

に
い
る
場
合
も
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
は
、
子
ど
も
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

④
離
婚
な
ど
を
前
提
と
し
て
別
居
し

て
い
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て

い
る
方
が
優
先
的
に
受
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

⑤
里
親
で
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
は
、
市
へ
申
請
し
、
子
ど
も
手

当
て
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問 社会福祉課（春日庁舎内）☎74‐1130

見
か
け
た
人
は
、
す
ぐ
１
１
０
番
。

〜
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
手
配
被
疑
者
〜 

183 センチ位・
ひげが濃い・歯
並びが悪い・左
首筋に５ミリ位
のホクロ

173センチ位・眉
毛が濃い・近視
（めがね使用あ
り）                    　

159センチ位・右
こめかみに４ミリ
位のホクロ・右目
下に１ミリ位のホ
クロ

[
懸
賞
金]

被
疑
者
一
人
当
た
り
５
０
０
万
円
の
懸
賞

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
情
報
が
検
挙
に
結
び
つ
い
た
場
合

菊地直子平田　信 高橋克也
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